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 原子～ナノレベルの物理分析解析
 計算科学による材料設計・特性予測
 薄膜材料・硬質膜材料・磁性材料の開発

応用物理研究所

物性制御

 電気・磁気回路、機器の設計・解析・試作
 高電圧、大電流、高磁場の制御
 電磁熱流体の制御技術

電気・磁気制御

材料物性制御、電気・磁気制御など最先端物理を応用し、KOBELCOグループの素材系、機械系事業の競争
力強化に資する研究開発を行うとともに、グループ事業を支える共通基盤技術の高度化に取り組んでいます。

電磁気、伝熱、応力、制御の連成解析をコア技術とし、
独自の電動機開発や高磁場設備の設計でカギとなる
漏れ磁場制御などに活用

物理分析により得られた薄膜の欠陥の情報をもとに、
薄膜材料組成やプロセスを開発

物理分析を活用した電子材料・プロセス開発

酸化物半導体材料等

製品・プロセスへの展開事例
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薄膜トランジスタの
電気特性
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物理分析による
欠陥準位密度

建設機械や圧縮機など、機械装置の省エネ性能や動力
性能を向上させる電動機や制御システムを開発し、より
高度な機械動作を実現

電動機の駆動制御技術（予測制御による高応答化）

建設機械／圧縮機のモータ等
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製品・プロセスへの展開事例

第一原理・モンテカルロ計算による粒界偏析予測技術

鉄鋼材料・アルミ材料等

材料計算手法を用いた高強度・高機能材料の探索

Al-Mg-Zn合金における添加元素の粒界偏析挙動予測

脆化、強化、腐食の要因とな
る粒界偏析挙動を計算により
予測することで、高強度など、
より特性の高い材料を探索

製品・プロセスへの展開事例

熱処理

Mg

Zn

Alは
非表示

粒界

磁性材料の磁気特性評価により、電磁部品の高出力化、
小型軽量化および省電力化に貢献

磁性材料の組織制御、
磁気特性評価

結晶粒界

磁区

部品性能

電磁部品用材料

製品への展開事例

20％UP

磁性材料開発のための磁場解析・磁気特性評価技術

50μm

（ELCH2鋼）

電磁熱流体の解析・制御技術により、溶接金属の
機械的特性の向上を実現

電磁熱流体の制御技術（溶接部への電磁攪拌応用）

エレクトロスラグ溶接の電磁攪拌等

製品への展開事例

撹拌用
電磁石

溶融
スラグ

溶融
金属

溶接ワイヤ

溶接部磁場ベクトル図

電磁攪拌有電磁攪拌無

溶融池形状と流速ベクトル

母材の溶け込み量が変化
Side view

front view0 25 50mm 

磁気設計技術（高推力アクチュエータへの応用）

モータ、超電導マグネット等

独自考案の3次元磁極構造
により高推力を実現
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製品・プロセスへの展開事例

神戸製鋼所＞研究開発＞研究開発体制＞応用物理研究所

https://www.kobelco.co.jp/
https://www.kobelco.co.jp/products/r-d/
https://www.kobelco.co.jp/products/r-d/tdg/
https://www.kobelco.co.jp/kocolab/files/core-technologies_j08.pdf
https://www.kobelco.co.jp/kocolab/files/core-technologies_j08.pdf
https://www.kobelco.co.jp/kocolab/files/core-technologies_j09.pdf
https://www.kobelco.co.jp/kocolab/files/core-technologies_j20.pdf
https://www.kobelco.co.jp/kocolab/files/core-technologies_j19.pdf
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